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　長期の景気低迷の中、花き販売単価の伸びもなく下げ基調で、重油はじめ、諸資材、販売手数料の値上げで農家の経営存続にも深刻な事態に直面しています。
　頼みの各卸売市場の経営も、手数料収入の依存率が高い為、経営が厳しく、近年、倒産、廃業が増える状況です。
　小売側も、消費拡大が図れず、廃業や後継者不足に陥っています。
　このように、生産、流通、販売、３者共、元気が無く、構造的制度の問題で今まで、セールスプロモーション活動に力を入れず、制度改正を行わずにきた結果で、「花き振興法」の成立の今、業界団体も政府も、「農業をいかに、発展させるか」を考え、グローバル経済が進む中、「変化への対応」を実行し、業界自ら、長期展望の策定と、研究、開発、セールスプロモーション機能を持った組織を構築する必要から、以下の項目について、検討をお願い致します。

卸売手数料の相互負担
各国では相互負担で卸売市場を運営している。
第９次卸売市場整備方針の中で、市場利用料や入場料の徴収を行うと明記してあるように、小売店、仲卸業者の理解を求めて負担してもらう。
①卸売会社の体力強化
②生産者の手数料軽減を図る
③連携して消費宣伝をしていく
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